
十
月
六
日
今
金
幼
稚
園
運
動
会
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工美利河タムが
出
席
し
、
地
元
に
残

っ
た
人
た
ち
と

旧
交
を
あ
た
た
め
会
う
な
ど
、
会
場

は
祝
賀
ム
ド
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

民
話
江
差
追
分
日
本

一
と
地
元
狩
場

太
鼓
が
勇
壮
な
音
を
響
か
せ
、
祝
賀

会
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

タ
ム
周
辺
が
公
園
化

ダ
ム
周
辺
繋
備
は
‘
放
水
路
を
は

さ
み
、
下
流
に
向
か
っ
て
右
岸
が
町

の
運
動
公
園
、
左
岸
が
水
辺
公
凶
を

中
心
に
国
が
整
備
す
る
広
場
で
す
。

全
体
で
八

P
に
及
ぶ
広
さ
を
持
っ
て

い
ま
す
。

友
岸
二
、
六
h
U
は
、
流
路
町
水
ぎ

わ
は
プ
ロ

ッ
タ
で
護
岸
、
散
策
路
を

め
ぐ
ら
し
た
親
水
ゾ

l
ン
と
し
て
整

備
さ
れ
、
ト
イ
レ
‘
駐
車
場
な
ど
も

す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
岸
五

・
五
お
は
、
テ
ニ
ス
、
サ

y
カ
l
、
ラ
グ
ビ
ー
の
コ

1
ト
に
広

場
、
ト
イ
レ
、
花
壇
及
び
駐
車
場
な

ど
が
設
け
ら
れ
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

二
面
は
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
y
タ
フ
ィ
ル
ダ
ム
部
背
面

(下

流
部
)
に
は
、
芝
桜
が
一

一聞
に
舶
殺

さ
れ
、
湖
面
を
見
渡
す
堤
頂
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ド
‘
遊
歩
道
と
し
て

来
春
か
ら
一
般
開
放
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
来
年
三
月
末
ま
で
は
工
事

昭
和
四
十
四
年
度
に
予
備
調
査
、
同
五
十
年
度
実
施
計
画
調
査
を
縫
て
、

国
道
二
=
一
O
号
線
美
利
河
市
街
地
手
前
に
ダ
ム
建
設
工
事
が
昭
和
五
十
四
年

度
か
ら
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
日
に
は
、

道
南
最
大
の
契
利
河
ダ
ム
の
待
望

の
竣
工
式
と
祝
賀
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
ダ

ム
本
来
の
目
的
に
加
え
、
さ
ら
に
多
く
の
付
加
価
値
を

生
み
出
し
て
、
本
町

の
活
性
化
と
発
展
に
そ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い

ま
す
美
利
河
ダ
ム
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

ぜ')ヒピーヵ
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多
く
の
人
に
ダ
ム
周
辺

観
光
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

美
利
河
タ
ム
対
策
協
議
会

会
長

米
山
健

一
さん

ダ
ム
の
予
備
調
査
か
ら
二
十
数
年

軒
、
平
故
で
、
同
組
頂
長
日
本

一
の
立
派

な
災
利
河
ダ
ム
が
竣
工
、
こ
ん
な
う

れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治

会
の
み
な
さ
ん
と
、
そ
の
腿
ぴ
を
共

に
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
般
に
と
も
な
い
戸
数
は
減

り
寂
し
〈
な
り
ま
し
た
が
、
英
利
河

ダ
ム
は
他
に
な
い
立
地
条
例
に
悲
ま

美
利
河
ダ
ム
の
概
要

ダム周辺一帯がスポーツと憩いの公園になります。

英
利
河
ダ
ム
は
、
後
志
利
別
川
総

合
開
発
計
画
の

一
部
と
し
て
、
北
海

道
開
発
応
が
施
工
す
る
建
設
省
直
輔

の
多
目
的
ダ
ム
で
す
。

型
式
は
虫
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及

び
ロ

y
タ
フ
ィ
ル

(岩
石
や
土
で
の

盛
土
)
の
複
合
ダ
ム
で
堤
向
四
十
V
M

(
十
五
階
ピ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
高
き
)

堤
頂
長
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
七
五
五

灯
、
ロ
ソ
ク
フ
ィ
ル
部
七
二
五

μ
計

一
、
四
八

O
μ
と
圏
直
轄
の
多
目
的

ダ
ム
で
最
も
長
く
、
最
新
の
ダ
ム
技

術
を
駆
使
し
、
自
然
環
境
内
保
全
対

策
に
も
最
普
の
努
力
が
払
わ
れ
、
竣

工
し
た
も
の
で
す
。

総
事
業
費
に
四
九
九
億
円

(町

一

般
会
制
子
却
の
約
八
年
分
)
の
巨
貨

を
投
じ
、
建
設
に
十
三
年
内
政
月
を

嬰
し
ま
し
た
。
集
水
而
郁
は

一一

五

平
方
J
μ

(今
金
町
全
体
内
五
分
の

一
)
総
財
水
寄
託
(
貯
水
量
)

一
千

八
百
立
方

μ
(東
京
ド

ム
の
一
五

トイレや駐車場も立派に整備されま Lた。

期
間
と
な

っ
て
お
り
、
ト
イ

レ
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

見
学
的
方
は
立
入
禁
示
区
域

に
は
絶
対
入
ら
な
い
、
器
物

は
壊
さ
な
い
、
ゴ
ミ
な
ど
の

ポ
イ
拾
て
は
や
め
、
持
ち
帰

る
な
ど
7

ナ
l
を
守
り
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

ダ
ム
の
安
全

管
理
は
ど
こ
で

英
利
河
ダ
ム
に
は
ダ
ム
管

理
所
が
設
け
ら
れ
、
後
志
利

別
川
流
域
を
洪
水
的
被
害
か

ら
守
る
た
め
、
降
雨
誌
や
ダ

ム
流
水
叫
円
変
化
に
迅
速
に

対
応
し
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
.
容
の
新
緑
.
夏
の
水

遊
び
、
秋
円
相
謀
、
冬
の
ス
キ
!
と
、

一
年
中
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
で
当
地
を

訪
れ
る
人
が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

多
く
の
人
に
自
然
が
い

っ
ぱ
い
、

風
光
明
仰
な
ダ
ム
周
辺
飢
光
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
.

辺
市
最

杯
分
)
の
規
模
を
備
え
た
、

大
の
多
目
的
ダ
ム
で
す
。

ダ
ム
本
休
と
は
別
に
、
本
格
的
な

余
暇
時
代
を
迎
え
た
今
回
、
北
海
道

開
発
局
で
は
、
今
金
町
と
連
携
を
と

り
合
い
な
が
ら
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

と
連
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
基
地
と
し
て
の
周
辺
撃

備
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
は
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
か

そ
の
役
割

後
志
利
別
川
は
、
豪
雨
や
長
問
の

た
び
に
は
ん
ら
ん
を
繰
り
返
し
、
決

壊
や
低
地
怖
の
浸
水
に
よ

っ
て
、
多

く
の
家
庭
、
道
路
、
畑
地
や
成
作
物

な
ど
が
被
害
に
あ
い
、
と
き
に
は
死

者
や
負
傷
者
を
出
す
な
ど
人
に
も
被

害
が
起
き
、
住
民
に
と
っ
て
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
の
は
長
い
聞
の
悲
願
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
契
機
と
な
り

英
利
河
ダ
ム
が
計
画
さ
れ
、
約
二
十

年
の
歳
月
を
経
て
竣
工
し
た
も
の
で
、

北
部
桧
山
地
域
を
洪
水
な
ど
か
ら
守

り
、
私
た
ち
の
詳
し
を
潤
し
て
く
れ

ま
す
。
主
な
機
能
は
次
の
と
お
り
.

①
洪
水
鯛
節
大
雨
や
急
激
な
宮
ど

け
な
ど
に
よ
る
増
水
に
対
し
、
英

利
河
ダ
ム
で
は
毎
秒

一
千
立
方

μ

円
高
水
量
を
毎
秒
三
五

O
立
方

μ

• • 
ダ
ム
が

一
望
で
き
る
ダ
ム
管
理
所

二
階
に
設
け
ら
れ
た
最
新
鋭
の
集
中

制
御
シ
ス
テ
ム
で
、
安
全
か
つ
硝
央

に
洪
水
制
節
が
行
わ
れ
ま
す
。

美
利
河
ダ
ム
の
自
慢
の
ひ
と
つ
に

建
設
期
間
中
町
無
事
故
無
災
害
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
平
成
四

年
四
月
の
ダ
ム
公
園
の
一
般
開
放
に

あ
た
っ
て
は
、
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
る
よ
う
、
危
険
箇
所
に
は
入
ら

な
い
な
ど
、
住
芯
と
節
度
を
持
っ
て

利
用
し
て
下
さ
い
。

タ

ム

に

も

能

力

の

限

界

か

英
利
何
ダ
ム
の
位
置
は
、
今
金
市

街
地
か
ら
約
三
十

J
M
上
流
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
の
集
水
域
は

一
一
五
平
力
J

幻
で
、
今
金
地
占
、
の
集
水
域
約
=
一
六

O
平
方
J
H川
町
三
分
同
一
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
美
利
河
ダ
ム
下
流
域
で

大
雨
が
降

っ
た
場
合
は
、
対
応
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
設
計
条
件
で
あ
る
百
年
に

一
度
起
こ
る
と
千
怨
さ
れ
る
洪
水
の

規
模
を
趨
え
る
涼
雨
が
あ

っ
た
場
合

は
、
洪
水
被
害
の
軽
減
は
図
ら
れ
ま

す
が
、
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
.

に
関
節
し
て
送
り
出
し
、
下
流
流

域
的
洪
水
を
防
止
、
軽
減
す
る
.

②
か
ん
が

い
用
水
沿
岸
の
燥
地
に

深
水
か
ん
が
い
、
畑
地
か
ん
が
い

を
行
う
た
め
の
股
業
用
水
を
確
保

し
、
渇
水
や
農
業
の
近
代
化
に
役

立
て
る
。
十
年
に
一
回
起
こ
る
と

予
想
さ
れ
る
渇
水
に
も
対
応
で
き

ま
す
。

③
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
沿

体
の
既
得
用
水
の
補
給
な
ど
‘
流

水
内
正
出
な
機
能
の
維
持
と
増
進

を
図
る
.

④
発
電
新
設
さ
れ
た
北
氾
の
ピ

リ
カ
水
力
発
屯
所
で
は
‘
ダ
ム
内

孫
差
を
利
用
し
て
最
大
出
力
四
千

J
円
(
四
十
句
の
蛍
光
灯
十
万
本

分
)
の
発
泡
が
、
本
年
五
月
末
か

ら
営
業
運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

( 1 J 

竣
工
を
祝
い

祝
賀
会
を
開
催

記
念
碑
の
除
幕
や
放
流
式
が
十
月

一
一日
午
前
十
時
か
ら
ダ
ム
サ
イ
ト
で

関
係
者
多
数
日
比
司
る
中
、
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
総
会
体
育
館
に
お

い
て
竣
工
式
と
祝
賀
会
が
他
さ
れ
、

工
事
報
告
の
の
ち
、
引
き
続
き
祝
賀

会
に
移
り
ま
し
た
。
ダ
ム
建
設
に
伴

い
町
外
に
移
転
し
た
人
な
ど
も
多
数

環
境
整
備
に
ご
協
力
を

英
利
河
ダ
ム
は
、
み
な
さ
ん
の
恕

町
場
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
花
や
樹
木
が
た
く
さ
ん
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
.

し
か
し
、
心
な
い
人
の
た
め
に

一

部
が
盗
掘
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
残

念
な
こ
と
で
す
。

当
地
は
観
光
地
と
し
て
町
内
外
か

句
大
勢
町
人
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
に
な

り
ま
す
。
花
や
木
を
大
切
に

L
.
そ

し
て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
美
化
に
心

が
け
、
き
れ
い
な
環
境
内
中
で
み
な

さ
ん
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
.

運動公園には、すでにテニスコート2面が整備されています。
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to 
ニュージーランドから

高校生20名が来町

Welcome 

期
間
は
十
二
月
一
日

か
ら
十
五
日
間

八
ヶ
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ペ

ガ
サ
ス
の
刑
判
事
業
で
、
昨
年
度
学
校

訪
問
を
実
施
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校
よ
り
日
本

語
を
却
攻
す
る
高
校
生
二
十
名
と
引

卒
町
教
只
二
名
が
十
二
月

一
日
か
ら

十
五
日
間
、
当
町
で
ホ
ム
ス
テ
ィ

を
し
ま
す
。

今
金
中
学
校
や
地
域
、
団
体
と
の

交
流
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

脊
妙
右
目
で
み
た
り
、
恥
ず
+
し

が
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
献
体

で
按

L
、
お
互
い
に
友
鮮
と
国
際
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
金
町
内

四
つ
楽
学
校
内
児
定
二
十
六
人
、

教
戦
十
二
人
、
合
わ
せ
て
三
+
八
人

が
九
月
二
十
四
日
、
英
利
河
ダ
ム
前

か
ら
町
役
場
間
二
十
六

・
四
J
で
交

通
安
全
駅
伝
を
行
い
、
通
行
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
や
町
民
に
交
通
安
全
と
交

通
事
故
死
の
撲
滅
を
訴
え
ま
し
た
。

第

一
回
の
昨
年
は
花
石
小
の
単
独

行
事
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

今
回
は
ま
す
ま
す
激
化
す
る
交
通
戦

争
に
歯
止
め
を
と
、
四
つ
葉
学
校
内

r:.1J) 

2.日f修i匝l

3. ~む非資格 (派遣人民 1 0名 )

¢ 今金町に在住し満20オ以上向')Ij-年及び婦

人 (今金町に木住しようとする者)

②地焼、職場等において相会活動に参加し

昨年に続き第 2回ぺ庁サスのお参加l希望者一

1. )四JH¥J (8 FI 

ペガサスの翼参加 者募集/

百日

平}此 4"1". 2月15日-22EI 

をtえのとおり非lliします。

良
い
点
、
怒
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人数 f生jjlJ 住所 氏 名

2 女ー 日召辛口11円一 岡 本 f五E
2 /1 /1 斉藤 みち

2 /1 /1 村 」二 雅秋

2 女 チ王手L11I汀 岩 佐 義人

1 /1 井訂正~Ii汀 」二回 保夫

2 男 八幡町 河村 H官牙佐

l ム♂ オ三 111] 大 谷 長崎

1 /1 ~Jf 折ー 王令オミ 事}jI

2 男 /1 小田島輝志

2 1;1; 告令 金 中 iJ.1 一治

1 /1 五主 受: イーオミ BJJ 

2 5日 ヰ重 )11 証主ill イ惨i

2 /1 I~ 不可 木島 ヲ虫

受 け 入 れ 家 庭 一 覧

• 4・

行
事
に
巡
動
的
輸
を
広
げ
、

延
ば
し
て
災
施
し
ま
し
た
。

英
利
河
ダ
ム
前
の
出
発
式
の
あ
と

午
前
九
時
国
道
二
三

O
号
制
酬
を
ス
タ

ー
ー
.
「
交
通
安
全
」
「
こ
ど
も
と

老
人
を
守
ろ
う
」
と
染
め
抜
い
た
賞

色
い
た
す
き
を
か
け
た
ラ
ン
ナ
ー
は

0
・
七
i
最
長

一
、
一

J

の
二
十
九

区
間
を
沿
道
の
声
援
を
受
け
力
走
。

途
中
、
中
盟
小
前
、
農
協
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
前
で
は

「
ス
ピ
ー
ド
を

距
離
を

四
つ
葉
学
校
駅
伝
で

突
通
安
全
を
訴
え
る

世
間
し
、
安
全
巡
転
を
し
て
下
さ

い
」
の
横
断
幕
を
拘
げ
‘
ド
ラ

ち

イ
パ

l
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

っ

船

て
街
頭
啓
発
し
た
あ
と
、
全
貝

村

で
残
り
五
百

μ
を
走

っ
て
、
最

持

終
目
的
地
役
場
前
に
約
二
時
間

杭
半
を
か
け
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

M

引
き
続
き
、
安
全
室
言
式
が

日刊

行
わ
れ
児
童
代
表
三
名
が

「交

拍
通
ル
ル
を
守
り
、
規
則
正
し

姐

い
登
下
校
を
し
ま
す
」
な
ど
五

臥

つ
の
杵
い
を
力
強
く
税
み
あ
げ

開
門
又を

ま
し
た
。

峨

一
生
懸
命
に
走
っ
た
児
重
た

鴻

ち
の
願
い
ど
お
り
.
今
金
町
か

hdd
 

ら

一
併
の
交
通
事
散
も
な
く
し

た
い
も
の
で
す
。

ニュー ジー ランド

ている者

③協間性にじ>;77.、団体行動に適応できる者

③祝祭研修に耐えうる休力を有する者

⑤畑町後、 この 卒 業 及 び 国 際 交 流<J工業に

抱月極的に協力できる者

小
百
合
保
有
闘
で
は
、

」l
月
↓
六

H
前
胞
に
あ
る
ブ
ド
ウ
棚
か
ら
、
鈴

な
り
に
な

っ
た
茶
ブ
ド
ウ
を
凶
児
が

収
穫
し
て
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

段、吋J• 

き
れ
い
な

町衛生
委員会主催

回r
ーブ
く
り
運
重力

を
展
開
グ

町
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
向

一
環

と
し
て
十
月
十
六
日
、
町
術
生
委
日

会
主
催
の
空
き
缶
ゼ
ロ
巡
動
と
利
別

川
ク
リ

ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
迎
動
に
参
加
し
た
の
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
利
別
川

消
流
保
鎚
の
会
、
美
利
河
自
治
会
な

平成3年 II月15日ω午後 5時
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⑥応募に申し込みの動機や抱負をレポー 卜

にして脱出すること

(400字様式 3枚以上)

4. 応募締切

まて・

た
。こ

と
し
は
例
年
に
な
く
大
盤
作
で
、

閣
児
た
ち
は
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の
甘
い
ブ

ド
ウ
を
食
べ
、
み
の
り
の
秋
を
実
感

し
て
い
ま

今金幼稚園ニぐまクラブ

交通安全の呼びかけや

街頭指導

今
金
幼
稚
園
、
」
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
で
は

園
児
に
交
通
安
全
啓
発
、
指
持
を
し

て
子
供
た
ち
を
輪
禍
か
ら
守

っ
て
い

ど
約
九
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
英
利
河
地
区
を
霊
市
、

的
に
行
い
、
二
一
J
ト
ラ
ソ
ク
一
台

の
大
置
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
ゴ
ミ
等
は
奥
町
方
、
奥
の
方

に
捨
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

中

に
は
紙
オ
ム
ツ
が
大
量
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
な
ど
、
モ
ラ
ル
が
問
わ

れ
る
よ
う
な
も
の
も
捨
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

災
し
い

山
や
川
は
私
た
ち
の
大

切
な
財
産
で
す
.
一

人
ひ
と
り
が

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

白骨で摘んだブドウを
手におおよろニぴの子供たち

ま
す
。

今
年
度
二
回
自
の
街
頭
指
噂
を
十

月
九
目
、
信
号
機
の
あ
る
国
道
で
瞥

察
署
の
協
力
を
得
て
築
施
し
ま
し
た
.

内
容
は
、
横
断
歩
道
や
信
号
機
の

あ
る
所
で
の
渡
り
方
を
親
子
が
手
を

つ
な
ぎ
、
安
全
を
確
か
め
な
が
ら
波

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
年
長
組
が
今
金
町
交
通
事

故
7
y
プ
と
交
通
安
全
標
語
入
り
?

ス
コ

y
ト
六
十
個
を
つ
く
り
、
役
場

前
国
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

波
し
、
小
旗
を
振
り
な
が
ら
か
わ
い

い
戸
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

蔓利河では自治会ぐるみ書加Lていま Lた。
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こ
れ
は
、
泊
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
向
問
削
が
三
十
歳
未
満
の

悲
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
愛

服
し
て
、
各
職
場
内
三
十
歳
未
満
を

対
象
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

民
協
や
建
設
会
社
な
ど
十
九
事
業

所
か
ら
六
十
人
の
若
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

フ
ォ
ラ
ム
は
、
北
桧
山
者
交
通

係
長
が
若
者
向
運
転
時
に
お
け
る
心

寸
|
交
通
事
故
の
こ
わ
さ
を
再
認
識

J

「
|

安
全
運
転
推
進
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
し

十
九
事
業
所
か
ら

六
十
人
の
若
者
が
参
加

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
ち
な
み
、

函
館
地
方
安
全
運
転
管
理
者
事
業
主

会
北
桧
山
支
部
で
は
、
北
絵
山
笹
祭

器
の
協
力
を
得
て
、
九
月
二
十
四
日

夜
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
今
金
地
区

「

安
全
運
転
推
進
ヤ
ン
グ
フ
ォ
ラ
ム
L

を
開
催
し
ま
し
た
。

田
町
特
徴
な
ど
に

つ
い
て

税
問
し
た
あ
と
、
交
通
安

全
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
背
中

故
の
こ
わ
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
代
表
田
村
裕
司
J

(和

工
建
設
)
が
安
全
運
転
を

力
強
く
宣
言
し
て
終
わ
り

ま
し
た
。

北桔山警察署長、

空通安全を力強〈宣言する害加者代表的田村桔司九

.' 

敬
老
週
間
に
ち
な
ん
で
、

今
金
母
子
会

(中
島

ハ
ル

会
長
)
で
は
、
九
月
二
十

六
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
在
宅
独
居
老
人
を
招
待

し
て
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
を

催
し
ま
し
た
.

こ
の
日
招
待
さ
れ
た
の

は
十
八
名
で
‘
午
前
中
に

健
康
相
談
、
ポ
ケ
防
止
の

ビ
デ
オ
を
見
て
か
ら
昼
食

会
に
な
り
ま
し
た
a

い
つ
も
は
自
宅
で
一
人

で
食
事
を
す
る
こ
と
が
多

い
老
人
た
ち
も
、
大
勢
の

中
で
、
カ
ロ
リ
ー
を
考
え

た
仕
出
し
弁
当
や
愛
情
の

こ
も
っ
た
手
作
り
の
お
料

理
に
舌
鼓
み
を
う
ち
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
向

「
お
い
し
い
」
「
楽
し

か
っ
た
」
の
戸
に
、
会
で
は
来
年
度

以
降
も
続
け
た
い
と
娘
切

っ
て

い
ま

し
た
。

っ |
も .

感
し謝
て

ま
す

東

町

落

合

龍

夫

さ

ん

m

十
年
前
に
伴
り
ょ
を
亡
く
し
ま
し

た
。
こ
の
八
月
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス

を
長
け
て
い
ま
す
。
低
価
格
で
お
い

し
い
も
の
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

峨

‘
『
，

一
一
あ

ム
会

め

一
一
般
深

一
団

を

日
ー
げ
な

一V
ず

闘

附

開

四

打
U

お
守

一
九
の

一
一
域

ム

地今
金
更
生
保
護
婦
人
会

街
頭
で
防
犯
運
動
を
展
開
グ

常
に
安
全
運
転
に

心
掛
け
た
い

スピ ドの出 L過ぎ~大事散につ訟がりま す

和
エ
建
設
田
村
由
美
子
さ
ん

フ
ォ
ラ
ム
に
出
席
し
て
改
め
て

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
、
悲
惨
さ
を

揃
感
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
車
を
迎
転
し
て
い
て
ハ

y
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
そ
う
い
う
経
験
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
掛
川
も
が
皆
、
向
分

だ
け
は
事
故
に
迎
わ
な
い
、
自
分
の

運
転
は
絶
対
に
大
丈
夫
だ
、
と
過
信

し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

砂
自
分
だ
け
は
。
と
い
う
慢
心
と
、

量情のこもった手作りの料理に 「おいしい」と舌誼みをうっτいま Lた

民放ラジオ北桧山

中継局(STV・HBC)

が完成

民
放
ラ
ジ
オ
難
問
問
解
消
に
向
け
て
、

北
桧
山
町
の
丹
羽
地
区
に
建
設
を
す

す
め
て
い
た

S
T

V

H

B
C
ラ
ジ

オ
北
桧
山
中
継
局
が
九
月
に
完
成
.

待
望
何
本
放
送
が
十
月
十
六
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

5
T
V
ラ
ジ
オ

8
8
2
J
な

H
B
C
ラ
ジ
オ

1
、
0
9
8
J
な

余
暇
は
ラ
ジ
オ
で
ク
リ
ア
な
行
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

普
段
あ
ま
り
出
歩
く
こ
と
が
少
な

い
私
で
す
が
、
今
日
は
愛
情
的
こ
も

っ
た
食
事
と
、
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
そ
れ
が

事
赦
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で

す
.い

つ
自
分
が
被
持
者
、
あ
る
い
は

加
芹
者
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
、
そ
の
時
的
家
族
的
引
川
り
知

れ
ぬ
悲
し
み
を
深
く
考
え
、
作
巾
に
安

全
運
転
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
し

、
-o

ー

• • 
か
ね
て
か
ら
進
出
が
話
題
に
な
っ

て
い
た
、
テ

l
オ
小
笠
原
の
「
今

金
ン
ヨ

y
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
(
仮
祢
)

の
地
元
商
工
業
者
、
消
賞
者
に
対
す

る
背
中
前
説
明
会
が
、
九
月
二
十
五

・

二
十
六
日
の
両
目
的
夜
七
時
か
ら
、

産
業
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
.

ポール通り匝争 男子よ 'J女子の方が早かったようです

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
十
月
六
目
、

大
和
町
々
内
会
で
は
、
恒
例
の
運
動

会
を
旧
中
学
校
跡
地
で
賑
や
か
に
開

催
、
親
子
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

が
参
加
し
て
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

〕S
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全
国
防
犯
運
動
期
間
に
ち
な
み
十

月
十

一
日、

A
7
金
更
生
保
護
婦
人

会
々
貝
九
名
が
、
民
協
ス

1
ア
前
で

口
物
客
や
通
行
人

一
人
U
と
り
に
防

犯
迎
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

自
転
車
内
口
物
客
の
ほ
と
ん
ど
が

無
施
錠
状
態
で
し
た
。
疏
雌
予
防
の

た
め
期
草
す
る
と
き
は
、
必
ず
ロ
y

ク
し
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
住
み
よ
い

街
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
.

実鼠で防把を訴える更生保瞳婦人会会員のみ~さん

家
具
、
家
屯
、
家
庭
用
品
、
雑
貨
及

び
食
料
品
で
、
北
桧
山
、
瀬
棚
町
を

第
二
次
商
閤
に
入
れ
十
三
億
円
。
こ

の
ほ
か
、
化
粧
品
、

7
ス
リ
、
酒
、

花
屋
、
性
底
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
十

一

種
の
テ
ナ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
出
席
者
か
ら
「
着

工
は
い
つ
」
「
テ
ナ
ン
ト
選
択
の
考

え
方
」

「パ

l
ト
の
引
き
抜
き
は
行

わ
な
い
」
コ
ハ

l
ト
賃
金
へ
地
元
町

水
準
を
上
回
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
、

質
疑
、
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
型
庖
の
進
出
は
、
地
元
の
既
存

商
庖
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
だ
け

に
、
そ
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

丹現地区にある STVランオ中継局

来
夏
進
出
予
定
の
大
型
后
テ
ー
オ
小
笠
原

地
元
で
事
前
説
明
会
を
開
催

初
め
て
の
大
型
庖
の
進
出
だ
け
に
、

特
に
商
工
業
者
向
感
心
が
高
く
、
会

場
に
は
四
十

一
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
神
丘
五
四
六
(
ト
マ

ン
ケ
シ
)
の
九
千
九
百
平
方

μ
の
敷

地
に
床
面
積
六
千
七
百
四
平
方
H

川
、

二
階
建
、

二
百
四
台
収
容
の
駐
車
場

を
持
つ
大
型
庖
舗
を
米
年
八
月
五
日

を
目
途
に
オ
ー
プ
ン
。
JU
業
時
間
は
、

通
常
午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、

年
間
二
十
五
日
の
休
業
日
数
を
凡
込

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
.
売
上
目
標
額
は
衣
料
品
、

会場はた〈さんの人で埋っていま Lた
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草相 撲

この中に将来の貴花園 が

いるかも知れません?

第
十
二
回

ス
ポ
ー
ツ
ま
コ
り

，
d

一
」
島
山

J 

• 

画
面
園

出羽
i i圃
7i圏

ょ
っ
ぱ
み
ど
り
の
少
年
団

花
石
小
二
年

f主
守守

つ
ぎ
に
え
い
り
ん
し
ょ
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

由
美
子
J

4‘-・h、

til・l.，
-
一一
u・・E弔--:--'.~

お
わ
っ
て
お
ひ
る
な
の
で
お
べ
ん

と
う
を
食
べ
ま
し
た
。
お
べ
ん
と
う

は
、
お
に
ぎ
り
と
お
に
く
と
ジ
ュ
ー

ス
で
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

お
べ
ん
と
‘
つ
が
お
わ
る
と
、

一アレ

九
月
十
日
ピ
リ
カ
内
山
で
み
ど
り

の
少
年
だ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ス

ピ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、

わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
は

き
ま
せ
ん
で
し
た
.

し
の
ぶ
く
ん
が
だ
午
後
か
ら
は
‘
は
ん
に
な

っ
て
き

ん
長
に
な
り
ま
し
た
。
ょ
っ
ぱ
み
ど
ね
ん
の
木
を
二
本
う
え
ま
し
た
。
さ

5
1
j
F・Z
・S
・-
:
F
i
j
i
-
j
i
-
-
3
j
i
f
-
-
B
A

l

m且
舟
闘
に
勤
め
ま
し
た
。

…

一
早
く
信
頼
の
得
ら
れ
る

h

「就
職
し
て
早
六
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

町

一

寮
母
に
な
り
た
い

一

た
。
毎
日
が
勉
強
で
す
。
未
熟
な
寮

一

一

稲

穂

今

野

真

理

子

さ
ん
M

川
母
で
す
が
、
良
き
先
輩
た
ち
の
指
導

…

一

今
春
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
を
受
け
、
一

日
も
早
く
入
所
さ
れ
て
一

ご
・I
l
l
1
1
1
司

い
る
お
年
寄
り
の
方
た
ち
の
信
頼
が

一

色

一

、

h
J7
L

科
ら
れ
る
寮
母
に
な
り
た
い
と
思
い

一

E
h
--'
v

ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

一

uz・
苅
l
la
一
L

し
ま
す
。」

…

ら
「・
問
4
a

e

-

J

EM

お
型
子
さ
ん
は
稲
穂
で
股
業
を
官

一

白

aFて
介

入

む
巾
u
さ
ん
の
二
人
姉
妹
の
二
女
で
す

…

lE
aaEa

・7
躍

は

行

進

貨

と

ド

ラ

イ

ブ

喜

一

ヲ

一

A
3
1.

し
む
、
明
る
く
き
わ
や
か
な
娘
さ
ん

…

日
「
1
1
1
1
1
1
1
f

で
す
。

叶

t
l
j
i
g
-
5・F
・s
-
j
l
j
i
x
i
-
-
S
i
g
i
s
-
-
s・g-M

に
の

っ
て
行
き
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
に
、

干供ベタンク大会
こんな真剣な表情は教室ではみれません?

秋
空
に

子
供
た
ち
の
歓
声
が
秤
い
て
い
ま
し
た

品
目
"躍舌大ので祭

，

伸
一
民

レ
町
す

リ
来
ま

守
将
れ

匠
、
さ

内
分
待

野
充
期

浅
賀索

ゲート ボールと
パーヲゴルフ大会・遣いその1

パークゴルフを
打つ人l立、ゲー
トボールほど腰
を曲げない?

い
し
ょ
に
、
さ
く
ら
町
木
を
う
え
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
〈
り
の
木
を
う
え
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
は
じ
め
て
木
を

う
え
ま
し
た
。
み
ん
な
で
や

っ
た
の

で
か
ん
た
ん
で
し
た
。

木
の
ふ
だ
に
み
ん
な
の
を
ま
え
を

往
い
て
、
木
に
さ
げ
ま
し
た
。
7

ン

ガ
も
書
き
ま
し
た
。
さ
い
ご
に
、
木

町
前
で
き
ね
ん
し
ゃ
し
ん
を
と
り
ま

し
た
。わ

た
し
の
う
え
た
さ
く
ら
は
、
き

れ
い
に
さ
い
て
ほ
し
い
、
く
り
の
木

に
は
、
お
い
し
そ
う
な
笑
が
た
く
さ

ん
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

パ
ス
に
の

っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
つ
か

っ
た
の
で
、
と
て
も
つ
か
れ

ま
し
た
。

わ
た
し
美
香
梨
で
す
。
乳
母
車
に

乗
っ
て
十
月
十
日
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
風
が
強
か

っ
た

け
ど
大
変
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年

は
歩
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外で食べ る食事はおい Lいです。来年はあなたもおいでよ/

大人のベ9ンク大会

Lければ大人だって楽 Lい• • 
句

嫁5工i破ゃ秋t秋淵1E掃u

ぐ房写れ風事品2五百き
日ひの荷台g，吋 .J....，十￥寄ょ

の赤Eの雨空熟Eせ
父Eき 砂Z洞25ミらて
の火υにあ爺2ぷせ落苦
レ の 傾 去の ?ZTて 霊長ぽ
ン彩2きゅ灯ひ弓!:~;ttf6に
ズ秋与秋宮が多のタす
の天ミタすゆム桜1日ひ
秋雪下2日ひ同ゲ家か移3
麗ら 、i とし

(すけ
1 り

大
谷

今
村
由
井
子

利別俳句会

芳
賀
あ
き
え

狭
間
+
紀
夫

石
井
智
恵
子

「俳

伊
藤

蓑
島

f-3怜の戸イドル隔日午11
! 惨中里 背¥ It::-'，II'!'‘ I! 

ん ， ...~.. .・・・・・・
平成元年 7月 5日生) 一 b=r'司岨 ιa‘ 圃:

! トマンケシ中里巌さん裕費子さんの2ft~ ~邑 -- .. 副!
親から] ド 野会懇雲与~，~思廻 圃!

rこら Fみなんと、おこられても邸 主易総選言塁塁ささ誕荷 ・ 1
:fk を I1Hっ て目 l~に F ンンニL ， 民語 草出藍主三三主主云ミ主司法話主 r-li

i でも、 とてもかわいいんですよ ‘喜望~'fi.三三ヨ三=ーささ壱亘書"喧 i
i いつまて..~I，t;剃<1'品〈 元気に大きくな一一一←一一一 -

I -れ F

‘越中 握ヰ〈ん ; 
(昭和631手II月12日生

未広町越中年司8ん費紀8ん長男 i
I親から
よく笑い、よ〈泣き、よく遊よと って i
もにぎやかな優斗です
お兄ちゃんになったせいか、最近家で i

r-ー塑里fiTJ2Jf;一一ーー;
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立
¥ら

せi
あげ ます グ J 

十
一
月
の
納
税
は

-
国
民
健
康
保
険
税
第
五
期

各
種
税
金
の
支
払
い
は
，
口
座
振

替
H

が
便
利
で
す
。
活
用
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

〈

税
務
課
徴
収
係
v

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

大
谷
長
倍
さ
ん
委
嘱
さ
れ
る

大
谷
長
崎
J
仰
が
十
月
十
五
日
付

で
、
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
貝

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
身
近
か
な
生
活
上
の
問

横診を受けて明るい健康づくり

11月みんな

組
に
つ
い
て
相
談
相
手
と
な
り
、
そ

の
解
決
策
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

住

所

本

町

・
電

話

②

0
9
0
7

受
通
死
亡
事
故

非
常
事
態
宣
言

北
柏
山
警
察
署
管
内
の
交
通
死
亡

事
故
に
よ
る
死
者
は
例
年
よ
り
著
し

く
激
増
し
、
九
月
三
十
日
現
在
六
名

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
死
抑
止
の
各
府
内
人
々

の
切
な
る
願
い
に
も
闘
ら
ず
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
飲
酒
運
転
等
円

相
附
蝶
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ

き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

北
楠
山
警
察
署
は
、
こ
こ
に
交
通

死
亡
事
故
非
常
事
態
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
特
別
作
戦
を
実
施
し
交

通
死
亡
事
故
の
絶
滅
を
期
す
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

各
位
に
お
か
れ
て
も
、
激
増
す
る

交
通
死
亡
事
故
の
絶
無
を
期
す
る
た

め
人
名
尊
重
の
精
神
に
徹
し
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
、
安
全
運
転
の
励
行
、

日
齢
者
向
保
髄
な
ど
に
努
め
ら
れ
る

よ
う
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
三
年
十
月
一
日

北
柏
山
警
察
署
長• • 

献
血
の
お
知
ら
せ

十
一
月
二
十
二
日
樹
は
献
血
の
日

で
す
。
採
血
の
前
に
は
、
必
ず
医
師

が
診
察
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸し】
一一守
口

一
、
役
場
前

9

∞i
M

∞

二
、
脱
協
横

U

日
l
凶

∞

〈
町
民
福
祉
税
術
生
係
〉

十
一
月
九
日
は

一
九
番
の
巴
で
す

。
正
し
い
一
一
九
格
め
か
け
方

屯
話
の
租
類
に
よ
っ
て
か
け
方
が
逃

う
の
で
製
設
立

〈
一
般
加
入
氾
訴
の
場
合
v

・
一
一
九
番
を
回
す

(押
す
)

火
災
か
救
急
か
を
言
っ
て
下
さ
い

(
火
災
の
場
合
)

正
し
い
所
番
地
、
目
標
、
燃
え
て

い
る
も
の
(
建
物
)
な
ど
を
言
い
、

通
報
者
本
人
の
名
前
を
言

っ
て
下
さ

し
(
救
急
の
場
合
)

正
し
い
所
番
地
、
目
標
、
山
中
者
氏

名
と
状
況
及
び
人
数
を
言
い
、
通
報

者
本
人
的
名
前
を
言
っ
て
下
さ
い
。

〈
赤
ピ
ン
ク
屯
部
門
場
合
〉

①
一屯
話
の
管
理
者
に
頼
ん
で
鍵
を
借

り
て
切
り
換
え
な
く
て
は
通
話
で
き

ま
せ
ん
。

②
お
金
を
入
れ
て
か
け
た
場
合
、
消

防
で
は
相
手
の
声
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

通
話
者
に
は
消
防
か
ら
の
声
が
聞
こ

え
ま
す
、
一
端
受
話
器
を
世
い
て
下

さ
い
‘
消
防
か
ら
信
号
を
送
り
ま
す
。

次
か
ら
は
普
通
に
通
話
が
で
き
ま
す
。

①
受
話
器
を
あ
げ
て
赤
い
箱
の
一
一

九
番
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
(
押
す
)

②
緊
急
通
報
用
の
赤
い
ボ
タ
ン
(
プ

ラ
ス
チ
y
ク
カ
パ

l
付
)
が
つ
い
て

い
る
も
の
は
、
カ
バ
ー
を
破
っ
て
ボ

タ
ン
を
押
し
て
か
ら
一
一
九
番
を
回

す
(
押
す
)

WA

四
月
か
ら
九
月
末
の
出
動
件
数

・
救

急

百

十

一

件

火

災

二

件

除
雪
車
の

運
転
手
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

コし
号室
ロ

・
厄
周
期
間
十
二
月
二
十
一
日

l
翌
年
三
月
二
十
日
ま
で

廠

用

人

只

十

一
名

・
応
募
資
格
町
内
在
住
者
で
、

年
齢
は
四
十
五
成
未
糊
の
者

選
考
方
法
岱
類
選
考
と
し
ま
す

の
で
、
問
問
鹿
容
と
免
前
柾
の
写
し

を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
申

込

期

間

十

一
月
七
日
l
同
二

十
五
日
ま
で• 

社会福祉協議会だより 3. 10. 10 

出先の盟学阻‘豊野国‘社会福祉凶L員会への多輔の

ご省側ありがとうございました。
{敬祢略}

〈訓話市〉 北桧山町錦町輔り子同犬 塚 7 ザ

犬 .. • 櫨 〈今金町〉 a母 原 蘭 底

〈函露市〉 佐々木 春 夫絵 ホ y ナ

佐

“ 
現 出今金町埠白金巨 山 脅 県

般 r・" 
江 程

" 庄
平今金属凶厳 守E碍

〈八宮町〉 今金町両生唱， u会 安

“ 
優

日本たばo直書E昧式会社 今金町スポーツ't年団本部阿 .. 帰 .. 
〈北格山町〉 大 a 替太郎多 四 守 伸

山 図 g 良大相谷 正 雄今金たばこ柑台凶人都民

管 開 現 売 敵軍旬を盛りあげる金属嵐山

1
 

0
 

1
 

〔

申
込
み
先

ま
で

役
場
建
設
課
管
理
係

〈建
設
棋
管
理
係
〉

北
電
合
金
電
業
所

閉
鎖
の
お
知
ら
せ

北
電
今
金
電
業
所
が
十
月
三
十

一

日
付
で
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。

電
気
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
営
業
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

コし
雪
臼

北
泡
北
桧
山
常
難
所

宮
④

5
5
5
3

弘
、
ヵ
ン
カ
ル
!
に

り
ま
し
た

項 自 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

受付時間
5日制 下地区 国保病院

13: 20-13 : 30 

生後24ヶ月~ 受付時間 町 民

① 3種混合予防接種 6日嗣 市街 地 第 l期の 3回目
48ヶ月児 12: 50-13: 00 セノタ ー

受付時間
B自国 上地区 富田医院

13: 20-13 : 30 

生後 受付時間 町 民
② 手l 児 相 談 7日同 生地区 保健指導、健康相談

6、 9ヶ月児 9 : 30-10 : 00 センタ

生 後 1歳 受付時間 倒I 民 尿検査、医師診察、歯科指

③ l歳 6ヶ月児健診 7日同 全地区
7、 Bヶ月児 12: 30-13 : 00 センタ ー 導、保健指導

11日明l
老人福祉

④ 般 相 談 全 住 民 18日開) 10: 00-15 : 00 全地区 保健指導、健康相談
センタ ー

25日開)

受付時間 町 民 尿検査、血液検査、助産婦

⑤ 妊 帰 相 1是 妊婦の方 12日(刈 全地区
12: 45-13: 15 セン タ 指導、歯科指導

受付時間 町 民
⑥ 無医地区巡回診療 全 住 民 14日(柑 全地区 診療科目眼 科

14 : 30-15 : 00 センタ

費付時間 町 民
⑦ 育 児 携 座 生 後 3ヶ月児 21日開 全地区 保健指導、健康相談

9: 30-10 : 00 センタ

生後 4、 7、 費付時間 町 民 身体計測、医師診察、歯科

⑧ 事L 児 健 診 21日開 全地区
10、 12ヶ月児 12: 30-13 : 00 センタ ー 指導、栄養指導、保健指導

-斜視のいろいろ

|明 ! く 診⑪ |

.，岡町惜内科視〉生車れっき温視が
あるのに、めがねを晶、"ないでいると町 ちあて グ〉 の訴け
2植を過gたころかb目が内網に寄

ド る泊斜偽 . . . . . 点 斜 係 闘 え ま乳 船。t岬叫空続主瞬B性語Y血間Ef 渦
って.且す...n以舛のむの.骨匡畑町性肉斜視〉 発六る Bs DJl '悶回目が視 です幼
といい草す.卵ち宇んのときから目

見L 歳もにををるががげあ見をです 。 健児が内側に寄る〈申!I'内斜視〉もそのー まのよまかい外内 、がほつです.
てででるわし外戸やにらつ目 、 と診
治のは目しげ 上得れけがこんで

| 外糊|む ⑪ | 
療始を時なのててでにるすま。 る 内 れ ど よ

期〈機能みみ片ず た側乳はがく

-子ど"二多いの'"間敵性外斜視〉で、 に 、 る る回れ めに 「斜
A 週〈告見てい.と阜申蜜れてほんやリ め 目グ〉 をる の寄幼目視
町 しτいるとーなどに斜視が硯れ且す.

る で の 異 イコ ポつ児がに 幸斗-常に目が舛にずれているの"，笹
こき機能 常 む イての内つ常性外制捜〉です.
とる は; る ン見目にい
カ， 1.ごカ， Il トぇ m立 寄て
切大け発う とる るグ〉

| 上下糊~ ⑪ | 期早速つ しもち」 ヰ目 視
で して てののと談

-目岳よ下に動内、す踊闘のアンパラ す の つ お で発いを
ンヌによゥτ坦こ..ので、首をh‘ .; ーコ b、 次す違う受
Lげる蘭がみられ.喝台があり車す.

(町民福祉課衛生係 ー国保係)
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ざめやか君 III

⑤宇寸 l主 ~つ
11月の休日当番医

2②0221 

fi@5011 

2⑦3021 

fï~022 1 

8②0324 

fi@5321 

今金町国保病院

院

院

f丙

崎

今金町国保病院

高田医

北絵山町国保病院

院病

平

楢

3日

23日

4日

10日

17日

24日

やや令住民の動態令令や

9月末現在

前月対比

(+ 4) 
(+ 3) 

(+ 1 ) 

(ー十 2 ) 

7，688人

3，725人

3，963人

2，479世帯

人 口

男

女

世帯数

-t; J;' ~五 \t モ
ム (;:f~ z..う
よあ i1;)' 
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町議会議員会

雲仙岳被害に

担問謹員会長か勺荒井社会福祉協謹

会全盛に手置されま Lた
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義援金を贈る

今
金
町
議
会
議
員
会
で
は
、
普
賢

岳
町
噴
火
で
大
き
な
被
告
を
受
け
、

い
ま
も
噴
火
が
続
き
、
不
安
な
毎
日

を
送

っ
て
い
る
長
崎
県
雲
仙
の
住
民

的
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
、

九
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
第
三
固

定
例
町
議
会
の
開
会
前
に
、
今
金
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
過
し
て
義
援
金

を
贈
り
ま
し
た
。

悶いつまでもお Lあわせに

民夫さん(出品 )=諸戸栄子さん(金原中央)

石)淳さパ寒昇)=下山ゆかりさん(花
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マ
夜
の
八
時
近
く
、
町
内
何
人
か
ら

具
合
悪
〈
て
苦
し
が

っ
て
い
る

(一

人
住
ら
し
の
女
の
人
)
開
業
医
に
電

話
し
た
が
出
な
い
と
、
同
姓
違
い
で

私
的
家
へ
駆
け
込
ん
で
来
ま
し
た
。

行
っ
て
み
る
と
洗
面
器
を
側
に
置
い

て
顕
が
痛
い
と
寝
な
が
ら
苦
し
ん
で

い
ま
し
た
。
早
速
、
数
急
車
で
病
院

に
搬
送
し
て
も
ら

っ
た
ら
、
ク
モ
膜

下
出
血
と
診
断
さ
れ
、
七
飯
町
に
運

ば
れ
た
そ
う
で
す
。
マ
町
内
に
は

一

人
暮
ら
し
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
急
に
体
調
を

碧
く
す
る
人
も
出
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
普
段
か
ら
隣
近
所
、
声
を
掛

け
合
っ
て
万

一
に
備
、
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
マ
係
で
は
毎
月
わ
が
家

の
ア
イ
ド
ル

(満
三
オ
ま
で
)
を
探

す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。一
屯
話
に

よ
る
申
し
込
み
ゃ
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。
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